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(57)【要約】
【課題】単位面積当たりの投与量を変えずに放出箇所を少なくできるフィルバートワーム
の防除方法を提供する。
【解決手段】Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ，Ｅ－８，１０－
ドデカジエニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を１～１００箇所／ｈａの設置密
度の放出箇所に設置するステップと、０．０１ｇ～５ｇ／日／ｈａの放出量になるように
前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを放出させて交信撹乱を行うステップ
とを少なくとも含むフィルバートワーム（Ｆｉｌｂｅｒｔｗｏｒｍ）の防除方法を提供す
る。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエ
ニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を１～１００箇所／ｈａの設置密度の放出箇
所に設置するステップと、
　０．０１ｇ～５ｇ／日／ｈａの放出量になるように前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエ
ニルアセテートを放出させて交信撹乱を行うステップと
を少なくとも含むフィルバートワーム（Ｆｉｌｂｅｒｔｗｏｒｍ）の防除方法。
【請求項２】
　前記組成物が、さらに、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを、該Ｅ，Ｚ－
８，１０－ドデカジエニルアセテートと前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
トの合計量に対して１５質量％以下含む請求項１に記載の交信撹乱剤。
【請求項３】
　前記組成物が、さらに、１０質量％以下のＺ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
ト及び／又は１０質量％以下のＺ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを含む請求
項１又は請求項２に記載の交信撹乱剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルバートワームの性フェロモン成分を圃場に漂わせ、該害虫の交尾行動
を撹乱させる交信撹乱方法を用いた害虫の防除方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　交信撹乱による害虫の防除は、人工的に合成した対象害虫の性フェロモン成分を大気中
に放散、浮遊させ、雄雌間の交信を撹乱させて交尾率を下げ、次世代の誕生を抑制するこ
とにより行われる。その性フェロモン成分は害虫の種類によって様々で、かつ、種特異的
である。そのため、害虫の天然性フェロモン組成物は、害虫のフェロモン腺から溶剤で抽
出する直接的な方法又はフェロモンルアーやＥＡＧ等の間接的な方法、さらにはその両方
で同定され、成分及びその組成比率が決められており、これまでの交信撹乱には対象害虫
の天然性フェロモン組成物と同じ成分及び組成比率が多く用いられてきた。しかし、害虫
の天然性フェロモン組成物は、複数の性フェロモン成分の混合物であることが多く、交信
撹乱に害虫の天然性フェロモン組成物と同じ成分全てを用いることができない場合には、
少なくとも天然性フェロモン組成物中の最も組成比率が高い成分（主成分）が用いられて
きた。
【０００３】
　ヘーゼルナッツの害虫であるフィルバートワーム（Ｆｉｌｂｅｒｔｗｏｒｍ、Ｍｅｌｉ
ｓｓｏｐｕｓ　ｌａｔｉｆｅｒｒｅａｎｕｓ）の天然性フェロモン組成物は、Ｅ，Ｚ－８
，１０－ドデカジエニルアセテートとＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの４
．３：１の混合物で、前者が主成分、後者が主成分よりも組成比率が低い副成分であるこ
とが知られている（非特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Ｈ．Ｇ．Ｄａｖｉｓ，Ｊ．Ｃｈｅｍ．Ｅｃｏｌ．，Ｊａｎｕａｒｙ　１
９８４，Ｖｏｌｕｍｅ　１０，Ｉｓｓｕｅ　１，ｐｐ５３－６１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、主成分であるＥ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートは、まだその効果
的製造方法が検討されておらず、また、既に大量合成が可能となっているＥ，Ｅ－８，１
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０－ドデカジエニルアセテートを異性化しても工業的には純度良く製造することが出来て
いない。また、仮に純度良く製造できたとしても価格が高くなると推定される。
　本発明は、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中の主成分を用いることなく
、又は主成分の使用量を低減し、副成分による交信撹乱により害虫を防除することを課題
としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、フィルバートワームの天然性フェロモン物質中の主成分を用いない交信
撹乱方法を検討していたところ、その副成分を用いることで交信撹乱により該害虫を防除
できることを見出した。
　本発明によれば、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ，Ｅ－８，
１０－ドデカジエニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を１～１００箇所／ｈａの
設置密度の放出箇所に設置するステップと、０．０１ｇ～５ｇ／日／ｈａの放出量になる
ように前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを放出させて交信撹乱を行うス
テップとを少なくとも含むフィルバートワーム（Ｆｉｌｂｅｒｔｗｏｒｍ）の防除方法を
提供できる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、フィルバートワームの天然性フェロモン物質中の主成分を極力用いる
ことなく、主に副成分によって交信撹乱させることにより、単位面積当たりの投与量を変
えずに放出箇所を少なくして該害虫を防除することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明によれば、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中の組成比率が最も高
い主成分であるＥ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを用いることなく、該成分
よりも組成比率の低い副成分であるＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを用い
て交信撹乱を行う防除方法を提供できる。
　ここで、主成分とは、害虫の天然性フェロモン組成物が１つの成分の場合、唯一含まれ
る成分を言い、２つ以上の成分からなる場合には、その中で最も組成比率が高い成分を言
う。その際の組成比率は、全ての成分が同じ組成比率であった場合の組成比率、例えば、
２つの成分からなる組成物であれば５０質量％、３つの成分からなる組成物であれば３３
．３質量％よりも多い。よって、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中におい
ては、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートが主成分で、Ｅ，Ｅ－８，１０－ド
デカジエニルアセテートが副成分といえる。
【０００９】
　フィルバートワームの防除方法では、天然性フェロモン組成物中の副成分であるＥ，Ｅ
－８，１０－ドデカジエニルアセテートを用いて交信撹乱を行うものであるが、他の成分
が含まれていても構わない。すなわち、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの
単独使用であっても、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを８０重量％以上、
好ましくは９０質量％以上含む組成物の使用であってもよい。
　組成物には、フィルバートワームの天然性フェロモン物質の主成分であるＥ，Ｚ－８，
１０－ドデカジエニルアセテートが含まれていても構わない。例えば、組成物は、Ｅ，Ｚ
－８，１０－ドデカジエニルアセテートを、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
トとＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの合計量に対して好ましくは１５質量
％以下含まれていても構わない。すなわち、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
トとＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの質量比は、好ましくは０：１００～
１５：８５、より好ましくは０：１００～１０：９０、さらに好ましくは１：９９～５：
９５である。実際、工業的に生産したＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート中に
Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートは１～１０質量％程度含まれている。
　さらに、Ｚ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートやＺ，Ｚ－８，１０－ドデカジ
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エニルアセテートが、組成物中に、それぞれ好ましくは１０質量％以下、より好ましくは
５質量％以下含まれていてもよい。
【００１０】
　上記組成物は、２，６－ジｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール（ＢＨＴ）、ブチ
ルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ハイドロキノン、ビタミンＥ等の
酸化防止剤、又は２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン、２－（２'－ヒドロ
キシ－３'－ｔｅｒｔブチル－５'-メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール（
ＨＢＭＣＢＴ）等の紫外線吸収剤を含んでもよい。それぞれの組成物中の含有量は、例え
ば、酸化防止剤は０～５質量％、紫外線吸収剤は０～５質量％である。
【００１１】
　害虫の防除方法としては、交信撹乱法が出来れば性フェロモン成分を気中に漂わせる方
法は限定されないが、例えば、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ
，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を詰めたチュー
ブ、カプセル、アンプル、缶又は袋状の徐放性製剤を用い、能動的あるいは受動的に行う
のが望ましい。能動的な方法としては、噴霧や散布等が挙げられ、受動的な方法としては
容器や担持体からの透過等が挙げられる。
【００１２】
　形状がチューブのものは、性フェロモン等を放出する期間が長く、放出が均一であるた
め最適である。適度な速度での放出が保たれる点から、その内径は、好ましくは０．５～
２．０ｍｍ、その肉厚は、好ましくは０．２～１．０ｍｍである。この場合のチューブ１
本の１ｍ当たりの担持量は、好ましくは１５０ｍｇ～３．５ｇである。単位面積当たりの
投与量を変えずに放出箇所を少なくする場合には、チューブ１本の単位長さ当たりの充填
量は変えずにチューブの長さを変えることが望ましい。その長さは、好ましくは０．２～
１００ｍ、より好ましくは０．５～２０ｍ、さらに好ましくは１～１０ｍである。ただし
、チューブを２連以上にした場合には、その限りではない。
【００１３】
　容器や担持体は、性フェロモン成分を徐放させるものであれば特に限定されないが、高
分子製であるのが望ましい。これには、ポリエチレンやポリプロピレンに例示されるポリ
オレフィン、エチレン－酢酸ビニル共重合体やエチレン－アクリル酸エステル共重合体に
例示されるエチレンを８０質量％以上含む共重合体が挙げられる。これらの材質では、性
フェロモン等が透過し、適度な速度でプラスチック膜の外に放出させることができる。ま
た、生分解性のポリエステルや塩化ビニルでも構わない。
【００１４】
　Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの放出箇所の設置頻度、すなわちＥ，Ｅ
－８，１０－ドデカジエニルアセテートを少なくとも含む徐放性製剤の設置密度としては
、交信撹乱を行う圃場内に均一に１～１００箇所／ｈａ、好ましくは５～５０箇所／ｈａ
である。従来、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中の主成分であるＥ，Ｚ－
８，１０－ドデカジエニルアセテートを用いて交信撹乱により該害虫を防除する場合には
、放出箇所は２５０～１０００箇所／ｈａと多かった。これは、性フェロモン成分を圃場
に均一に漂わせることに加え、放出箇所が疑似雌的に働くためと考えられる。しかしなが
ら、単位面積当たりの投与量を変えずに放出箇所を少なくしていく、つまり、一つの放出
箇所から大量の主成分である性フェロモン成分を放出させる場合には、疑似雌的な働きが
強くなり、逆に雄を集めることになりかねず不適切である。一方、フィルバートワームの
天然性フェロモン組成物中の副成分であるＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート
を用いて交信撹乱により該害虫を防除する場合は、放出させる量を多くして、放出箇所を
少なくしても主成分ほど疑似雌的に働くことはなく、雄を集めることは無くなり、効果的
に交信撹乱を行うことが出来る。
【００１５】
　一つの放出箇所からの放出量は、圃場環境や気象条件等によって一概には言えないが、
圃場に均一に漂わせることが出来る量であれば特に制限はないが、従来と同様、好ましく
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る。具体的には、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ，Ｅ－８，１
０－ドデカジエニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を１～１００箇所／ｈａの設
置密度の放出箇所に設置するとき、０．０１ｇ～５ｇ／日／ｈａの放出量になるようにＥ
，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを放出する。
【実施例】
【００１６】
　以下、本発明について実施例及び比較例を用いて説明するが、本発明はこれらに限定さ
れるものではない。
＜徐放性製剤の製造＞
　内径１．４０ｍｍ、肉厚０．４０ｍｍ、長さ１ｍのポリエチレンチューブからなる高分
子製容器に、フィルバートワームの性フェロモン組成物をチューブの一端から注入し、チ
ューブの両端を高周波加熱しながら加圧して溶融封鎖し、溶融部分を切断して徐放性製剤
を製造した。徐放性製剤は害虫を防除する圃場に、必要量の性フェロモン物質が放出され
るように割り振って等間隔に点在して配置した。
【００１７】
＜被害率＞
　交信撹乱効果の推定方法であり、｛（被害ナッツ数）／（調査ナッツ数）｝×１００で
表される被害率が効果の判定基準の一つとなっている。一般的に、数値が低い程、その効
果が高いことが多いことから、米国におけるヘーゼルナッツの防除水準は被害率が０．６
％以下と言われている。それよりも低ければ防除効果あり、それよりも高ければ防除効果
なしと判断した。
【００１８】
実施例１～２及び比較例１
　ヘーゼルナッツの害虫であるフィルバートワームの交信撹乱法試験を行った。各区の成
分は第１表の通りである。各徐放性製剤とも長さは１ｍ、材質は高分子製の細管で、Ｅ，
Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートとＥ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
トの合計量を１．２ｇ及びＢＨＴ（２,６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノー
ル）２５ｍｇとＨＢＭＣＢＴ（２－(２'－ヒドロキシ－３'－ｔｅｒｔブチル－５'-メチ
ルフェニル)－５－クロロベンゾトリアゾール）２５ｍｇを含んでおり、これらを４月２
５日にヘクタール当たり５０本を圃場に均一に設置し、１０月の収穫期に被害率を測定し
た。
　なお、表１の質量比は、主成分、副成分及び製造上含まれるそれらの不純物等の混合物
中の比率を示しており、物理化学的に作用する成分、例えば、安定剤や希釈剤等は含まれ
ていない。
【００１９】
【表１】

【００２０】
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【表２】

【００２１】
　フィルバートワームの天然性フェロモン組成物の副成分であるＥ，Ｅ－８、１０－ドデ
カジエニルアセタートが５５重量％の組成物を用いた比較例１では、収穫期の被害率が防
除水準を超える０．７８％であったのに対して、Ｅ，Ｅ－８、１０－ドデカジエニルアセ
タートが８０重量％以上の組成物を用いた実施例１及び２では、被害率が防除水準以下で
あったことから防除効果が認められた。
 
【手続補正書】
【提出日】平成27年8月4日(2015.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエ
ニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を１～１００箇所／ｈａの設置密度の放出箇
所に設置するステップと、
　０．０１ｇ～５ｇ／日／ｈａの放出量になるように前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエ
ニルアセテートを放出させて交信撹乱を行うステップと
を少なくとも含むフィルバートワーム（Ｆｉｌｂｅｒｔｗｏｒｍ）の防除方法。
【請求項２】
　前記組成物が、さらに、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを、該Ｅ，Ｚ－
８，１０－ドデカジエニルアセテートと前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
トの合計量に対して１５質量％以下含む請求項１に記載の防除方法。
【請求項３】
　前記組成物が、さらに、１０質量％以下のＺ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテー
ト及び／又は１０質量％以下のＺ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを含む請求
項１又は請求項２に記載の防除方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明者らは、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中の主成分を用いない交
信撹乱方法を検討していたところ、その副成分を用いることで交信撹乱により該害虫を防
除できることを見出した。
　本発明によれば、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート単独又はＥ，Ｅ－８，
１０－ドデカジエニルアセテートを８０質量％以上含む組成物を１～１００箇所／ｈａの
設置密度の放出箇所に設置するステップと、０．０１ｇ～５ｇ／日／ｈａの放出量になる
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ように前記Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを放出させて交信撹乱を行うス
テップとを少なくとも含むフィルバートワーム（Ｆｉｌｂｅｒｔｗｏｒｍ）の防除方法を
提供できる。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明によれば、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中の組成比率が最も高
い主成分であるＥ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを用いることなく又はほと
んど用いることなく、該成分よりも組成比率の低い副成分であるＥ，Ｅ－８，１０－ドデ
カジエニルアセテートを用いて交信撹乱を行う防除方法を提供できる。
　ここで、主成分とは、害虫の天然性フェロモン組成物が１つの成分の場合、唯一含まれ
る成分を言い、２つ以上の成分からなる場合には、その中で最も組成比率が高い成分を言
う。その際の組成比率は、全ての成分が同じ組成比率であった場合の組成比率、例えば、
２つの成分からなる組成物であれば５０質量％、３つの成分からなる組成物であれば３３
．３質量％よりも多い。よって、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物中におい
ては、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートが主成分で、Ｅ，Ｅ－８，１０－ド
デカジエニルアセテートが副成分といえる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　フィルバートワームの防除方法では、天然性フェロモン組成物中の副成分であるＥ，Ｅ
－８，１０－ドデカジエニルアセテートを用いて交信撹乱を行うものであるが、他の成分
が含まれていても構わない。すなわち、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの
単独使用であっても、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを８０質量％以上、
好ましくは９０質量％以上含む組成物の使用であってもよい。
　組成物には、フィルバートワームの天然性フェロモン組成物の主成分であるＥ，Ｚ－８
，１０－ドデカジエニルアセテートが含まれていても構わない。例えば、組成物は、Ｅ，
Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートを、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテ
ートとＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの合計量に対して好ましくは１５質
量％以下含まれていても構わない。すなわち、Ｅ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテ
ートとＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートの質量比は、好ましくは０：１００
～１５：８５、より好ましくは０：１００～１０：９０、さらに好ましくは１：９９～５
：９５である。実際、工業的に生産したＥ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテート中
にＥ，Ｚ－８，１０－ドデカジエニルアセテートは１～１０質量％程度含まれている。
　さらに、Ｚ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートやＺ，Ｚ－８，１０－ドデカジ
エニルアセテートが、組成物中に、それぞれ好ましくは１０質量％以下、より好ましくは
５質量％以下含まれていてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　以下、本発明について実施例及び比較例を用いて説明するが、本発明はこれらに限定さ
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れるものではない。
＜徐放性製剤の製造＞
　内径１．４０ｍｍ、肉厚０．４０ｍｍ、長さ１ｍのポリエチレンチューブからなる高分
子製容器に、フィルバートワームの性フェロモン組成物をチューブの一端から注入し、チ
ューブの両端を高周波加熱しながら加圧して溶融封鎖し、徐放性製剤を製造した。徐放性
製剤は害虫を防除する圃場に、必要量の性フェロモン物質が放出されるように割り振って
等間隔に点在して配置した。 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
実施例１～２及び比較例１
　ヘーゼルナッツの害虫であるフィルバートワームの交信撹乱法試験を行った。各区の成
分は第１表の通りである。前記方法により製造された各徐放性製剤とも長さは１ｍ、材質
は高分子製の細管で、Ｅ，Ｅ－８，１０－ドデカジエニルアセテートとＥ，Ｚ－８，１０
－ドデカジエニルアセテートの合計量を１．２ｇ及びＢＨＴ（２,６－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－４－メチルフェノール）２５ｍｇとＨＢＭＣＢＴ（２－(２'－ヒドロキシ－３'－
ｔｅｒｔブチル－５'-メチルフェニル)－５－クロロベンゾトリアゾール）２５ｍｇを含
んでおり、これらを４月２５日にヘクタール当たり５０本を圃場に均一に設置し、１０月
の収穫期に被害率を測定した。結果を表２に示す。
　なお、表１の質量比は、主成分、副成分及び製造上含まれるそれらの不純物等の混合物
中の比率を示しており、物理化学的に作用する成分、例えば、安定剤や希釈剤等は含まれ
ていない。 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　フィルバートワームの天然性フェロモン組成物の副成分であるＥ，Ｅ－８、１０－ドデ
カジエニルアセタートが６２質量％の組成物を用いた比較例１では、収穫期の被害率が防
除水準を超える０．７８％であったのに対して、Ｅ，Ｅ－８、１０－ドデカジエニルアセ
タートが８０質量％以上の組成物を用いた実施例１及び２では、被害率が防除水準以下で
あったことから防除効果が認められた。
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